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の結果、移入の発生率に応じて (1) 移入がなく独立した群集動態、(2) 中程度の
移入率における一方のみが多様化する動態、(3) 頻繁な移入の下での２群集の同
期、のそれぞれが観察された。また、天敵から逃れることができた移入植物の
群集動態への強い影響が示唆された。これらは、食物網への侵入種の影響を理
解する上で、捕食被食関係が重要である事を示唆する。 
本論文では、長期的な群集動態を支配する機構およびそのプロセスを明らか
にするため、進化・生態学的プロセスの両方を含んだモデルを作成し、解析し
た。これまでに提案されてきた食物網の進化モデルにおいても、食物網の構築・
崩壊といった動態は観察されていが、その機構は未だ明らかになっていなかっ
た。本研究では、個体の出生死亡という基礎的なプロセスからモデルを記述し、
この問題に取り組んだ。これによって、群集内での共進化がどのようにして局
所群集やメタ群集の動態に影響するかを理論的に考察した。加えて、個体ベー
スのモデルを用いる事でこれまでの多くのモデルでは暗黙のうちに仮定されて
いた、種そのものの進化的な発生についても表現する事ができた。本研究の結
果は、食物網の構築及びその維持における進化を駆動する機構を理解する事に
貢献する。 
 
